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国際センター通信は、土木学会の国際活動・技術交流を中心に情報を集め、月 1回国内外に発信しています。国際セ

ンターや海外支部（英国、韓国、台湾、トルコ他、全 9分会）の活動や行事、ACECC（アジア土木学協会連合協議会）

の動き、調査研究委員会（31分野）の国際活動、国内外で活躍する技術者・研究者、最新技術やユニークなプロジェク

ト等、当会を通して今の土木界の側面を楽しく面白くお伝えしています。皆さまの御希望やリクエストをお待ちしてい

ます。 

今月号は、まず 2024 年土木学会会長 佐々木葉会長からいただいた初メッセージです。会長としてのビジョンと抱

負を語っておられます。今後の活動が楽しみです。 

2 番目の記事は、国際センター・プロジェクト Gr.のセミナーシリーズ 「第 7回 技術基準の国際化セミナー」で

す。JICA の技術プログラム「道路橋梁アセットマネジメント」のモザンビークの事例をご紹介いたします。 

3 番目の記事は、名古屋大学 井料准教授が、東海国立大学機構として、名古屋大学と岐阜大学が法人統合され、

両大学共同実施している国際教育プログラム（グローバルとローカルの視野から社会基盤の課題に取り組む）と名古

屋大学の新たな国際戦略に基づくプログラムが紹介されています。 

4 番目の記事は、2023 年度土木学会賞 国際貢献賞（6名）と国際活動奨励賞授賞者（18 名）をご紹介します。授

賞者の方々に、大きな拍手を！ 

そして最後、5番目の記事は、香港工程師学会（The Hong Kong Institution of Engineers: HKIE）の久しぶりの

来会を要素をお伝えします。HKIE の友との再会を喜ぶとともに、技術者として意見交換を行う有意義な機会でした。 

 

今回も楽しく読んでいただけると思います。ぜひ感想やコメント、読みたいトピックなどお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

この度第 112 代土木学会会長に就任しました。まずはご推薦、承認くだ

さった皆さんにお礼申し上げます。土木学会にそろそろ女性会長を、とい

う声があったためかと思います。それは、これまで大変永きにわたって土

木界における女性の地位向上に尽力されてこられた皆さんの成果の現れで

あると、素直に喜びたいと思います。 

さて、一昨年秋、次期会長候補者に推薦いただく際、所信を示す必要が

ありました。そこで私はおおよそ次のように述べています。 

「土木学会会員としての経験の中でも、土木学会誌編集委員長、D＆I 委

員会委員長としての活動は、土木学会が専門性のみならず人間として実に

多様な力をもった人々によって構成されており、その多様性を発揮するこ

とが土木学会の強みになることを教えてくれた。初の女性会長が誕生するということは、依然とし

てマイノリティーである女性技術者や女子学生の希望に、そして土木学会が多様性を重んじている

という社会的メッセージとなる。それゆえ D＆I の実践に取り組んでいこう。しかしそれは単に女

性や外国人といった属性の多様性を重視することではなく、会員一人一人の人としての多様性を尊

重することである。また元来土木はそれが形となる地域それぞれの固有性を大切にしてきた。この

ことを景観デザインの観点から向き合ってきた風土と文化を尊重した土木の仕事を通して広く社会

に伝えていこう」 

国際センター通信(No.141) 

土木学会の新しい風景をともに描こう！ 
～会長就任挨拶～ 

佐々木 葉 

(第 112 代土木学会  

 会長) 
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この所信をもとに対話を重ねて、「土木学会の風景を描くプロジェクト」を企画しました。土木

界に限らず世界には課題が山積しています。それらを解きほぐしていくためにも、インフラの未来

をけん引する土木学会の会員一人一人が、互いを信頼し、自由に交流することが今、求められてい

ると考えます。そして「土木学会という共同体はそのためのインフラである」、と全ての会員と職

員が思ったなら、学会活動のかたちも変化し、その風景も新しくなる。そのきっかけとして、「交

流の風景」、「広がる仕事の風景」、そして「土木学会の DX」を柱に、些細なことから時間のか

かることまで、少し欲張ったプロジェクトに取り組みます。失敗を恐れず、でも遠くに据えたなり

たい姿は見失わず。そしてこの学会活動の新しい風が 4 万人の会員一人一人を通じて土木界に、各

地に吹き込まれ、あちこちでアイデアが生まれ、形になっていくといいな、と思っています。1 年

間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

【記：第 112 代 土木学会 会長 佐々木 葉】 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 4 月 16 日、土木学会国際センター主催により、第７回技術基準の国際化セミナー「アフ

リカ地域における道路橋梁アセットマネジメントの海外展開について ～モザンビークの事例～」

が開催されました。これまで本シリーズは、技術基準の国際化の動向を踏まえて、国内外で活躍さ

れる現場の土木技術者にとって役立つ情報の提供を目指すことを目的として、道路や港湾分野等の

テーマで 6 回開催されてきました。今回はモザンビーク国を対象とし、JICA の実施する道路アセ

ットマネジメント支援に関する取り組みの情報発信及び JICA モザンビーク橋梁維持管理プロジェ

クトの国内情報発信を目的として、現地で活躍する専門家等による講演を行いました。 

セミナーでは、木村 亮 土木学会国際センター長の挨拶に続き、「モザンビークにおける JICA 事

業」と題して、JICA モザンビーク事務所 安井 瞳 インフラ・環境班班長から、モザンビーク国の

現状と JICA 事業全般についてご講演をいただきました。続いて、高橋 雅宗  モザンビーク国橋梁

維持管理能力強化プロジェクト長期専門家より 「JICA が実践するモザンビークでの産学官連携の

実践事例について」と題してご講演をいただき、更に上村 博文 モザンビーク国橋梁維持管理能力

強化プロジェクト業務主任及び大日本ダイヤコンサルタント（株）海外事業部事業室の 曳野 誠也 

同プロジェクト副業務主任にご登場いただき、曳野副業務主任から「モザンビークにおける橋梁維

持管理・技術協力プロジェクトの現状」と題してご講演をいただきました。最後は国際センター 樋

口 嘉章 次長による総括が行われました。 

モザンビーク国が内戦の後遺症を今なお抱え、地域間の格差の解消が進まず、体系的な技術基準

が整備されていないこと、橋梁の維持管路を行う土木技術者がそもそも不足していることなどとい

った、数々の課題を抱えていることが良く理解でき、また活発な質疑が行われました。本セミナー

はハイブリッド形式で開催され、405 名の参加申し込みを事前にいただきました。本セミナーが、

第 7 回 技術基準の国際化セミナー 

アフリカ地域における道路橋梁アセットマネジメント 

の海外展開について～モザンビークの事例～ 
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国内外で活躍する土木技術者にとって大いに役立つ情報提供の場、また、我が国の建設技術の開発

途上国への展開に寄与する場となったことを期待いたします。 

 

【記：（株）オリエンタルコンサルタンツ 佐々木 宏】 

 

 

 

 

 

 

名古屋大学の土木系教室では、1987 年に開始された文部省留学生特別配

置プログラム以来、国際教育に力を入れており、現在では大学院在学生の

38％が留学生となっている。国費特別配置プログラムと国際環境人材育成

プログラム（NUGELP）の 2 つのプログラムを軸とした国際化の取り組み

は本ニュースの No.74（2018 年 12 月号）でも紹介されたところであるが、

本稿では最近の取り組みについて紹介したい。 

新型コロナウィルスの影響により、一時期学生の受入や交流を停止せざ

るを得ない状況に陥った。海外研修ツアーの代わりにオンラインでのスタ

ディツアーを実施するなど、工夫をしながらプログラムの継続を行ってき

たが、その過程で培ったノウハウを活用しながら、さらなる展開を行おう

としている。また最近は大学全体の国際戦略や組織改編と連動した、他部門・他大学との連携も強

化している。 

名古屋大学は、2020 年 4 月から東海国立大学機構として岐阜大学と法人統合され、両大学の強

みを活かした教育・研究の連携に取り組んでいる。土木の国費留学生特別配置プログラムでも

2021 年 10 月より岐阜大学との共同実施となり、グローバルとローカルの 2 つの視野から社会基盤

の課題を捉え、解決する博士後期課程の人材育成を目指している。両大学の教員が途上国開発に関

する講義や研究セミナー、研究指導を共同で実施し、多面的な視野を養うほか、両大学間の留学生

の交流も行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～大学国際コース紹介～ 

組織間の連携を活かした名古屋大学の国際教育 

井料 美帆 准教授 

(名古屋大学大学院) 

 

岐阜大学との合同セミナー 中部 DX センターの見学 
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また、名古屋大学の新たな国際戦略として「グローバル・マルチキャンパス(GMC)構想」が提示

され、各種の国際プログラムがこの戦略のもとで変化しようとしている。具体的には、2022 年４

月に国際部門が大きく改組され、国際展開を推進する組織体として大学本部にグローバル・マルチ

キャンパス（GMC）推進機構が設置された。土木系のプログラムを含む学内の主要な国際教育プロ

グラムはこの傘下となり、各プログラムの強みを活かしながら連携強化を目指している。 

その一例として、大学のサテライトキャンパスの

活用を紹介する。2022 年には在ウズベキスタンの

サテライトキャンパスとの連携により、ウズベキス

タンへのスタディツアーを行った。現地大学の学生

との交流や、インフラ整備にかかる現地視察を行っ

ている。サテライトキャンパスを活用したアジア諸

国の国家中枢人材養成プログラムでは、国家公務員

や大学教員などの国家中枢人材を対象として、本国

にいながら学位取得を目指す社会人博士後期課程プ

ログラムを実施している。土木系では、2024 年 10

月からフィリピンを対象としてこのプログラムへ参画

することとなった。フィリピンには、NUGELP として JICA 奨学金プログラムによる受け入れを

2011 年から継続しており、国費生とあわせて 38 人の卒業生がいる。全学同窓会フィリピン支部の

支部長も土木の卒業生で、定期的に同窓会が開催されるなど、積極的に活動がなされている。サテ

ライトキャンパスへの参画によって、現地と本学との結びつきがさらに強固なものとなると期待し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記：名古屋大学大学院 環境学研究科 都市環境学専攻 准教授 井料 美帆】 

 

 

 

フィリピン同窓会セミナー 

（デラサール大学にて） 

国際プログラム修了式 
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国内外の土木技術者 24 名が土木学会 国際貢献賞、国際活動奨励賞を受賞した。うち海外から 2

名が受賞者となった。各賞の受賞者は以下の表のとおりである。 

（参考：https://www.jsce.or.jp/prize/prize_list/p2023.shtml#s10l） 

 

＜国際貢献賞＞ 計 6 名 

日本国内外の活動を通じて、国際社会における土木工学の進歩発展あるいは社会資本整備に貢献し、その活動が

高く評価された日本人、並びに日本の土木工学の発展あるいは日本の土木技術の国際交流に貢献したと認められた

外国人に授与される。 

氏 名 所 属 

岡田 光彦 
空港施設（株） フェロー 

 

折下 定夫 
（株）オリエンタルコンサルタンツグローバル 

総合開発事業部港湾部参事 

榮枝 秀樹 
日本コンサルタンツ（株） 

インド高速鉄道推進本部シニアアドバイザー 

三宅 且仁 
（一社）海外建設協会 常務理事 

 

目黒 公郎 
東京大学大学院情報学環教授/ 

生産技術研究所教授 

Manuel M. Bonoan 
フィリピン共和国公共事業道路省大臣 

 

 

 

＜国際活動奨励賞＞ 計 18 名 

海外における土木工学の進歩発展あるいは社会資本の整備において、現地での土木技術の発展に寄与し、国際貢

献への活動が今後とも期待される日本人技術者および外国人技術者に授与される。 

氏 名 所 属 

伊藤 健一 
清水建設（株）土木国際支店土木部ジャカルタ地下鉄 

CP201 工事設計担当工事長 

植松 創平 

日本工営（株） 

流域水管理事業本部河川水資源事業部水資源エネルギー部部長 

(兼)ウォノギリダム堆砂対策事業二期工事開発事務所所長 

(兼)カルン開発事務所所長 

植村 勇仁 
清水建設（株）土木国際支店土木部ジャカルタ地下鉄 

CP202 建設所副所長 

太田 洋之 
鹿島建設（株）海外土木事業部 

土木部生産計画グループ課長 

奥野 健太郎 

日本工営（株） 交通運輸事業本部 道路事業部 

道路橋梁整備部次長(兼)カンパラフライオーバー設計・施工監理開発

事務所所長 

2023 年度土木学会国際関係賞 
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喜多 伸明 
関西電力（株） 経営企画室運営グループマネジャー 

 

坂部 英孝 
（独）国際協力機構 情報システム部 参事役 

 

坪川 将丈 
国土交通省国土技術政策総合研究所 空港研究部空港施設研究室長 

 

中野 涼子 
東日本旅客鉄道（株） 国際事業本部インド高速鉄道部門マネージャー 

 

永尾 慎一郎 
国土交通省  道路局企画課国際室長 

 

沼澤 康人 
大日本土木（株） 海外支店土木部 作業所長 

 

久田 慎 
（株）オリエンタルコンサルタンツグローバル 道路交通事業部 

道路計画部副部長 

平野 克 
大成建設（株） 国際支店土木部 積算室課長 

 

藤田 恭三 
五洋建設（株） 国際部門国際土木本部 土木事業部 

土木事業部長（陸上）兼 ICT 推進室専門部長 

三浦 良知 

日本工営（株） 流域水管理事業本部 

水環境事業部上下水道設計部部長代理 (兼)ウクライナ復興支援室室長 

(兼)ウクライナ国ボルトニッチ下水処理場改善事業所長/チームリーダ

ー 

(兼)キーウ事務所所長 

水野 要 
パシフィックコンサルタンツ（株） 交通基盤事業本部 鉄道部技術次長 

兼チーフプロジェクトマネージャー 

宮野 智希 
（株）オリエンタルコンサルタンツグローバル 

総合開発事業部建築開発部副部長 

Heri Mulyana 

大成建設（株） 

国際支店フィリピン・南北通勤鉄道事業 CP01 工区（土木） 

工事作業所 Senior CAD Engineer 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度土木学会国際関係賞 受賞者たち 
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香港工程師学会（Hong Kong Institution of Engineers: HKIE）構造部門は、

2024 年 4 月 25～28 日に、毎年恒例の東京訪問を実施しました。訪問団は、

香港のコンサルタント会社や請負業者、政府機関に所属する経験豊富な構造

技術者、そして香港のさまざまな大学の教授など、合計 27 名で構成しました。 

今回の東京訪問では、土木学会（JSCE）ならびに国際協力機構（JICA）

の協力を得て、鉄建建設研究開発センター、温故創新の森 NOVARE（清水

建設のイノベーション拠点）、東京大学を訪問しました。また、HKIE-

JSCE 構造工学ワークショップを東京訪問の 2 日目である 4 月 26 日（金曜日）

に開催しました。 

4 月 26 日の午前中、JSCE 国際センタースタッフの案内により、温故創新

の森 NOVARE を視察しました。JICA の小泉 幸弘氏、松田 俊一氏、菅原 

広大氏、小峰 雪代氏も視察に同行しました（写真 1）。 

昼食後、訪問団は午後 1 時頃に土木学会を訪問し、HKIE-JSCE 構造工学

ワークショップを開催しました。JSCE からは、構造工学委員会から栗橋 祐

介教授（金沢大学）、濱野 孝平氏（首都高速道路株式会社）、渡辺 健氏

（鉄道総合技術研究所）、長井 宏平教授（北海道大学）に参加いただきまし

た。 

ワークショップは、HKIE 構造部長の TANG Kevin 氏と構造工学委員長の

栗橋教授の挨拶で始まりました。最初に TANG 氏より「Introduction of 

HKIE and HKIE Structural Division」と題して、HKIE のビジョン、使命、

コアバリュー、組織構成とその歴史について説明がありました。HKIE は、

22 の工学分野を通じて地元エンジニアの資格認定や会員

入会に尽力しているだけでなく、構造部門を含む 19 部門

を通じた一般市民向けのエンジニアの普及にも力を入れて

います。さらに、年次晩餐会、優秀構造賞、年次訪問、年

次セミナーなど、構造部門が主催してきた主要イベントも

紹介されました。構造部門は、出版物（例えば、実施基準

ハンドブック）の発行や地域社会への貢献、若者が構造技

術者を職業として選ぶきっかけを提供する活動にも取り組

んでいます。 

続いて、濱野氏より「The Rapid Replacement of The Damaged Expressway Bridge in Two 

Weeks」と題し、発表いただきました。損傷した橋を短期間で新しい橋に「架け替える」という実

に見事な内容でした。発表では技術面のみならず、物流や輸送管理の検討事項に至るまで、さまざ

まな困難があったことを知ることができました。 

香港工程師学会（HKIE）構造部門が土木学会を訪問 

写真 1 NOVARE にて 

Ir. Prof. LAM 

Heung-Fai 

(HKIE Structural 

Division) 

Ir. Prof. DAI Jian-

Guo 

(HKIE Structural 

Division) 
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そして、渡辺氏より「Overview of Railway Concrete Bridges」と題し、発表いただきました。

紹介された早期地震警報システムは、香港人にとってまったく新しいもので、このシステムは、P

波と S 波の伝播速度の違いを利用して、短時間で警報を発し、地震の接近を人々に知らせることが

できるというものです。 

最後に、栗橋教授より「Damage of Bridge Structures on the Noto Peninsula Earthquake」と

題し、発表いただきました。能登半島地震は 2024 年 1 月 1 日に発生し、マグニチュードは 7.5（M）

でした。地震による被害から学ぶことは、構造技術者の義務の一つです。地震の発生を防ぐ技術は

ありませんが、将来同様の地震が発生した場合に、構造的被害の程度を軽減するように構造物（建

物や橋）を設計することは可能です。訪問団は、この地震による死傷者に対して哀悼の意を表しま

した。ワークショップ終了後、意見交換を行い、将来の連携に向けて強いつながりを築きました。 

意見交換の終了後、TANG Kevin 氏、CHIN SP 氏（HKIE 構造部副部長）より感謝の意を込め

て、栗橋教授（写真 2）、濱野氏（写真 3）、渡辺氏（写真 4）および国際センタースタッフに記念

品を贈呈しました。そして、JSCE 本部の外で集合写真を撮影しました（写真 5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に TANG 氏は、今回の訪問で複合構造をテーマ

に構造工学委員会のメンバーと意見交換できたことが有

意義だったと述べました。そして、JSCE と JICA の支

援に対し、感謝の意を表しました。香港の構造技術者は

風力抵抗の構造設計に精通していますが、日本の構造技

術者は耐震設計に精通しています。議論を交わし、経験

を共有することは、双方にとって有益であることは間

違いありません。 

 

【記：香港城市大学 准教授、HKIE 構造部門 名誉幹事、LAM Heung-Fai 教授、 

香港城市大学 教授、HKIE 構造部門 委員 DAI Jian-Guo 教授】 

 

 

写真 2  TANG 氏（左）と 

栗橋教授（右） 

写真 3 濱野氏(右) 写真 4 渡辺氏（右） 

写真 5 JSCE 本部前での集合写真 
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【今後の予定】 

 
◆2024 年度⼟⽊学会全国⼤会 International Program (国際関連⾏事) のご案内 
   https://committees.jsce.or.jp/kokusai/node/400 

◆「IABSE2024 Manchester ⼤会」及び「Forth 橋梁群」調査団 報告 
 〜これからの⼟⽊の国際展開を考える〜（８月 8 日（⽊）開催予定） 

   https://committees.jsce.or.jp/kokusai14/node/15 

◆【災害情報】2024 年 4 月 3 日 台湾東部で発生した地震（地震工学委員会） 
https://committees.jsce.or.jp/eec205/node/53 

◆【開催案内】「台湾⼟⽊遺産視察ツアー」のご案内 
   https://committees.jsce.or.jp/cprcenter/node/405 

 

◆令和 6 年度 土木学会 会⻑室: https://www.jsce.or.jp/president/2024/index.html 

◆海外インフラプロジェクトアーカイブス︓http://www.jsce.or.jp/e/archive/ 

◆国際センターだより: http://committees.jsce.or.jp/kokusai/iac_dayori_2024 

◆第 205 回論説(2024 年 6 月版) オピニオン 
(1) 土木技術者の努⼒を学ぶ 

https://note.com/jsce/n/n634821889f55 

◆The English Summary Edition of JSCE Standard Specifications for Concrete Structures 
https://www.jsce.or.jp/committee/concrete/e/web/pdf/Summary_edition_20240227.pdf 

◆「インフラ健康診断書 2024」公開 
https://committees.jsce.or.jp/reportcard/node/28 

◆オープンキャンパス土木学会 2024（7 月 20 日（土）開催） 
https://committees.jsce.or.jp/cprcenter0103/node/20 

◆Concrete Committee Newsletter No. 71 (May 2024) 
https://www.jsce.or.jp/committee/concrete/e/newsletter/newsletter71/index.html 

◆土木学会誌 2024 年 7 月号 ※JSCE ウェブサイト (英語版)  
http://www.jsce-int.org/pub/magazine 

◆第 10 回アジア土木技術国際会議（10th CECAR）における若⼿技術者／研究者 功績賞候補の募集 
https://committees.jsce.or.jp/acecc/node/58 

◆【Abstract 投稿募集中（８月 20 日（火）まで）】第 10 回アジア土木技術国際会議（10th CECAR） 
http://www.cecar10.org/ 

◆Safe and Healthy Work in the Digital Age 2023-2025 Campaign 
https://healthy-workplaces.osha.europa.eu/en/media-centre/events/launch-ceremony-healthy-
workplaces-campaign-safe-and-healthy-work-digital-age-2023-2025 

◆ACECC Future Leaders Website 
https://aceccfutureleaders.org/ 

◆IABSE Symposium Tokyo 2025 のご案内 
https://committees.jsce.or.jp/kokusai/events2024 

◆ECCE Manifesto for Action for the EU term 2024-2029 
http://www.ecceengineers.eu/news/2024/ecce_manifesto_2024.php?id=41 

 

お知らせ 
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「国際センター通信」配信希望者 登録フォーム 
・日本語版: ( http://committees.jsce.or.jp/kokusai/node/31) 
・英 語 版: ( http://www.jsce-int.org/node/150) 

 
 

直近の国際センターの活動について紹介しています。 
( https://www.facebook.com/JSCE.en) 

 
【ご意見・ご質問】JSCE IAC: iac-news@jsce.or.jp 皆様のご意見やコメントをお待ちしております。 
 

英語版 Facebook 

配信申し込み 


